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埼 玉 県 退 職 校 長 会

令和元年６月７日(金)

ウ　ェ　ス　タ　川　越

３　山　田　吉　雄

１　田　中　忠　孝　　　　（比　企　支　部）　 休日のナース

２　小　池　孝太郎　　　　（入　間　支　部）　 来た！

間　支 古里の友の

１ ３

１　新　井　ヨ　ネ（陽甫） （人　間　支　部）　 少年老い易く学成り難し（朱喜）

２　中　内　伊美子　　　　（人　間　支　部）　 千慮の一得（史記）

３　肥　高　昌　次（草舎） （北足立南部支部）　 長安秋望
４　松　永　匡　可

５　木　内　千代子

６　岡　田　廣太郎

(人　間　支　部(

さいたま市支部(

北足立北部支部

陳安詩

５　木　内　千代子（春翠） （さいたま市支部）　 風信帖（空海）

悩即菩提

７　大　木　忠　司　　　　 （さいたま市支部）　 兪彦詩
㎜　　　　　　　　　　　㎜㎜

８　山　口　秀之助（聖秀） （北足立北部支部）　 白雲遊

９　人　江　知　彦　　　　 （さいたま市支部）　 月下猫酌（李白）

１０　加々美　健　一（秋堂） （さいたま市支部）　 孫廻詩

１１　菊　地　　　 豊（豊翠） （さいたま市支部）　 「信濃なる…」東歌

１２　柴　崎　邦　夫　　　　 （さいたま市支部）　 山園小梅（林遁）
㎜　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　㎜㎜

口　正　己 (さいたま市支 文徴明詩
１ ４　 荻　 田　 哲　 男 （光 山 ） （ さ い た ま 市 支 部 ）　 高 適 詩

皿　　　　　　　　　　　　．㎜㎜

男に 真

庵 に 準1

Ｔ「べ 笈

１　 岩　 上　 孔　 昭　　　　 （ 埼　 葛　 支　 部 ）　 古 木 の 実 り （梧 ）宮 代 町 立 須 賀 小 学 校

２　 永　 倉　 常 一 郎　　　　 （ 人　 間　 支　 部 ）　 女 子 会

四　　　　　　　　　　　　　　一一一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　１
３　 木　 村　 知　 生　　　　 （ 人　 間　 支　 部 ）　 草 紅 葉

－
４　 廣　 潭　 和　 夫　　　　 （ 入　 間　 支　 部 ）　 躍　 動

５　 横　 井　 三　 朗　　　　 （ 人　 間　 支　 部 ）　 切 り 絵 の よ う に

６　 卯　 木　 郁　 朗　　　　 （ 埼　 葛　 支　 部 ）　 朝　 霧

７　 小　 島　 廣　 司　　　　 （ 埼　 葛　 支　 部 ）　 こ ろ 柿 の す だ れ

８　 相　 潭　 勝　 寿　　　　 （ 埼　 葛　 支1 部 ）　 風 の 跡
＿

９　 牧　　　 憲　 昭　　　　 （入　 間　 支　 部 ）　 「 休 ん で 往 き な 」

－

１ ０　 橋　 本　 久　 雄　　　　 （埼　 葛　 支　 部 ）　 夕 暮 れ の 桟 橋

１ １　 萩　 原　 征　 而　　　　 （埼　 葛　 支　 部 ）　 夢 想 花

１ ２　 井　 上　　　 清　　　　 （入　 間　 支　 部 ）　 美 人 林

１ ３　 加　 藤　 健　 二　　　　 （入　 間　 支　 部 ）　 空 高 く 山 桜

１　岸　　　 哲　夫　　　　 （埼　葛　支　部）　 能　面 「鼻瘤悪尉」

］． 服　 部　 慶　 子　　　　 （人　 間　 支　 部 ）　 五 百 羅 漢（七　 宝 ）
㎜　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　■■㎜㎜

２　 中　 山　 日 出子　　　　 （入　 間　 支　 部 ）　 押 し花
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